
独立行政法人 国立がん研究センターの概要  

 

 

１．設立目的 

  がんその他の悪性新生物に係る医療に関し、調査、研究及び技術の開発並び

にこれらの業務に密接に関連する医療の提供、技術者の研修等を行うことによ

り、国の医療政策として、がんその他の悪性新生物に関する高度かつ専門的な

医療の向上を図り、もって公衆衛生の向上及び増進に寄与することを目的とす

る。  

 

２．設立時期 平成２２年４月１日 

 

３．役職員数（平成２５年４月１日現在） 

    役  員      ８名（理事長１名、理事５名（常勤２名、非常勤３名）、 

              監事２名（非常勤）） 

  職  員  １，６９６名 

 

４．業務概要 

  （１）がんその他の悪性新生物に係る医療に関し、調査、研究及び技術の開

発を行うこと。  

  （２）（１）に掲げる業務に密接に関連する医療を提供すること。  

  （３）がんその他の悪性新生物に係る医療に関し、技術者の研修を行うこと。                                

   （４）（１）～（３）に掲げる業務に係る成果の普及及び政策の提言を行う 

   こと。  

  （５）（１）～（４）に掲げる業務に附帯する業務を行うこと。  

 

５．組織概要（平成２５年４月１日現在） 

  研究所 

早期・探索臨床研究センター 

  中央病院 

  東病院 

  がん予防・検診研究センター 

  がん対策情報センター 

 

６．病床数（平成２５年４月１日現在） 

  ①中央病院   一般病床 ６００床 

   ②東病院    一般病床 ４２５床 

資料１－３ 



創 設： 昭和３７年１月１日
所 在 地： 東京都中央区築地（中央病院）、千葉県柏市（東病院）
主な組織： 研究所、早期・探索臨床研究センター、中央病院、

東病院、がん予防・検診研究センター、がん対策情報セ
ンター

役職員数(常勤) ：1,699名（平成25年4月1日現在）
病 床 数： 600床（中央病院）、425床（東病院）

沿革・組織

○質の高い医療の提供

・年間5,000件の手術、1日約120人の通院化学療法を実施（中央）
・陽子線治療等先進医療の提供と併せ、モデル的緩和ケアを提供（東）

設置目的

我が国のがん対策の中核的機関として、がんその他
の悪性新生物についての調査、研究、医療技術の開
発、医療の提供及び医療従事者の研修等を行う。

特徴

○がんの原因・本態解明、革新的な検診法や診断・治療技術の開発、
がん医療の均てん化、がん情報の提供
・原因・本態解明を通じた予防法や高度先駆的な検診・診療技術の開発
・多施設共同臨床研究によるがん医療の標準化
・がん医療やがん登録など専門情報等の提供や研修等による人材育成

（独）国立がん研究センター



独立行政法人 国立循環器病研究センターの概要

１．設立目的

循環器病に係る医療に関し、調査、研究及び技術の開発並びにこれらの業務

に密接に関連する医療の提供、技術者の研修等を行うことにより、国の医療政

策として、循環器病に関する高度かつ専門的な医療の向上を図り、もって公衆

衛生の向上及び増進に寄与することを目的とする。

２．設立時期 平成２２年４月１日

３．役職員数（平成２５年４月１日現在）

役 員 ６名（理事長１名、理事３名（うち非常勤２名）、

監事２名（非常勤 ））

職 員 １，１１９名

４．業務概要

（１）循環器病に係る医療に関し、調査、研究及び技術の開発を行うこと。

（２ （１）に掲げる業務に密接に関連する医療を提供すること。）

（３）循環器病に係る医療に関し、技術者の研修を行うこと。

（４ （１）～（３）に掲げる業務に係る成果の普及及び政策の提言を行う）

こと。

（５ （１）～（４）に掲げる業務に附帯する業務を行うこと。）

５．組織概要（平成２５年４月１日現在）

研究所

病院

研究開発基盤センター

６．病床数（平成２５年４月１日現在）

一般病床 ６１２床



（独）国立循環器病研究センター
創 設： 昭和５２年６月１日
所 在 地： 大阪府吹田市
主な組織： 研究所、病院、研究開発基盤センター
役職員数(常勤) ： 1,121名（平成25年4月1日現在）
病 床 数： 612床

沿革・組織

特徴

○最新・最善の医療の提供
・年間約3,400件の重症循環器病救急搬送を受け入れ
・国内心移植155例のうち、54例を実施
・脳梗塞に対する超急性期血栓溶解療法（ｔＰＡ静注療法）を年間70例以上実施

設置目的

我が国の脳卒中、心臓病等の循環器病対策の中核的機関
として、循環器病についての調査、研究、医療技術の開発、
医療の提供及び医療従事者の研修等を行う。

○先端医療技術の開発と普及
・在宅型体内埋め込み型人工心臓・次世代型呼吸補助装置の開発
・世界に先駆けて発見した生理活性ペプチド、タンパク質を診断・治
療の開発へ応用
・1,700名以上の若手医師を育成、84カ国から900名以上の外国人
研修生を受け入れ



独立行政法人 国立精神・神経医療研究センターの概要

１．設立目的

精神疾患、神経疾患、筋疾患及び知的障害その他の発達の障害（以下「精神

・神経疾患等」という ）に係る医療並びに精神保健に関し、調査、研究及び。

技術の開発並びにこれらの業務に密接に関連する医療の提供、技術者の研修等

を行うことにより、国の医療政策として、精神・神経疾患等に関する高度かつ

専門的な医療及び精神保健の向上を図り、もって公衆衛生の向上及び増進に寄

与することを目的とする。

２．設立時期 平成２２年４月１日

３．役職員数（平成２５年４月１日現在）

役 員 ７名（理事長１名、理事４名（うち非常勤２名）、監

事２名（非常勤 ））

職 員 ７０４名

４．業務概要

（１）精神・神経疾患等に係る医療に関し、調査、研究及び技術の開発を行

うこと。

（２ （１）に掲げる業務に密接に関連する医療を提供すること。）

（３）精神保健に関し、調査及び研究を行うこと。

（４）精神・神経疾患等に係る医療及び精神保健に関し、技術者の研修を行

うこと。

（５ （１）～（４）に掲げる業務に係る成果の普及及び政策の提言を行う）

こと。

（６ （１）～（５）に掲げる業務に附帯する業務を行うこと。）

５．組織概要（平成２５年４月１日現在）

（ ）神経研究所 トランスレーショナル・メディカルセンター ＴＭＣ

精神保健研究所 脳病態統合イメージングセンター（ＩＢＩＣ）

病院 認知行動療法センター（ＣＢＴ）

６．病床数（平成２５年４月１日現在）

一般病床 ２６６床

精神病床 ２０８床

合 計 ４７４床



我が国の精神・神経疾患対策の中核的機関として、精神・神経
疾患等についての調査、研究、医療技術の開発、医療の提供及
び医療従事者の研修等を行う。

（独）国立精神・神経医療研究センター

創 設： 昭和６１年１０月１日
所 在 地： 東京都小平市
主な組織： 神経研究所、精神保健研究所、病院
役職員数(常勤) ：707名（平成25年4月1日現在）
病 床 数： 474床

沿革・組織

特徴

○脳とこころと身体の健全な統合を目指す医療の実践
・ 1日平均400名以上の精神・神経外来患者を受け入れ
・ 1万以上の筋検体を保存する、筋ジストロフィー確定診断の中核施設
・パーキンソン病、筋ジス、難治性てんかん等神経難病、うつ病等難治性精神
疾患に対する内科的、外科的治療の実施

○世界唯一の「精神・神経センター」として、統合的な
精神・神経科学研究を実施

・多発性硬化症に対する画期的治療薬の開発
・筋ジストロフィーに対する遺伝子治療の推進
・自殺対策の研修及び情報提供、自殺の危険因子の解明

設置目的

（触法病棟）

（筋ジスモデル動物）



独立行政法人 国立国際医療研究センターの概要

１．設立目的

感染症その他の疾患であって、その適切な医療の確保のために海外における

症例の収集その他国際的な調査及び研究を特に必要とするもの（以下「感染症

」 。） 、 、その他の疾患 という に係る医療並びに医療に係る国際協力に関し 調査

研究及び技術の開発並びにこれらの業務に密接に関連する医療の提供、技術者

の研修等を行うことにより、国の医療政策として、感染症その他の疾患に関す

る高度かつ専門的な医療、医療に係る国際協力等の向上を図り、もって公衆衛

生の向上及び増進に寄与することを目的とする。

２．設立時期 平成２２年４月１日

３．役職員数（平成２５年４月１日現在）

役 員 ９名（理事長１名、理事６名（うち非常勤３名 、監）

事２名（非常勤 ））

職 員 １，７４７名

４．業務概要

（１）感染症その他の疾患に係る医療に関し、調査、研究及び技術の開発を

行うこと。

（２ （１）に掲げる業務に密接に関連する医療を提供すること。）

（３）医療に係る国際協力に関し、調査及び研究を行うこと。

（４）感染症その他の疾患に係る医療及び医療に係る国際協力に関し、技術

者の研修を行うこと。

（５ （１）～（４）に掲げる業務に係る成果の普及及び政策の提言を行う）

こと。

（６）国立高度専門医療研究センターの職員の養成及び研修を目的として看

護に関する学理及び技術の教授及び研究並びに研修を行う施設を設置

し、これを運営すること。

（７ （１）～（６）に掲げる業務に附帯する業務を行うこと。）

５．組織概要（平成２５年４月１日現在）

研究所

病院

国府台病院

国際医療協力局

国立看護大学校

臨床研究センター



６．病床数（平成２５年４月１日現在）

①病院 一般病床 ７１９床

結核病床 ４０床

精神病床 ３８床

感染病床 ４床

合 計 ８０１床

②国府台病院 一般病床 ４３０床

精神病床 １４２床

合 計 ５７２床



（独）国立国際医療研究センター
創 設： 平成５年１０月１日
所 在 地： 東京都新宿区（センター病院）

千葉県市川市（国府台病院）
主な組織： 研究所、臨床研究センター、センター病院、

国府台病院、国際医療協力局、国立看護大学校
役職員数(常勤) ：1,751名（平成25年4月1日現在）
病 床 数： 801床（センター病院）、572床（国府台病院）

沿革・組織

特徴

○高度総合専門医療の提供

○国際医療協力の実践、研究の実施

・途上国へ年間約200名の専門家派遣、約300名の研修生受け入れ
・海外拠点との共同研究により、鳥インフルエンザ迅速診断キットを開発
・ウイルス肝炎治療の有効性を治療前遺伝子診断で判定
・２型糖尿病関連遺伝子の同定

我が国の医療分野における国際貢献の中核的機関として、感染症そ
の他の疾患についての調査、研究、医療技術の開発、医療の提供及
び医療従事者の研修等を行う。

設置目的

（特定感染症病床）

・ 1日約1,600名の外来患者の受け入れ、年間約 11,000件の手術の実施（センター病院）
・ 月平均約1,000名のエイズ外来患者の受け入れ（センター病院）
・ 児童精神科のほか、肝炎・免疫研究センターが新たに整備され、専門医療を提供（国府台病院）

（国府台病院 ）

（センター病院）



独立行政法人 国立成育医療研究センターの概要  

 

 

１．設立目的 

  母性及び父性並びに乳児及び幼児の難治疾患、生殖器疾患その他の疾患であ

って、児童が健やかに生まれ、かつ、成育するために特に治療を必要とするも

の（以下「成育に係る疾患」という。）に係る医療に関し、調査、研究及び技

術の開発並びにこれらの業務に密接に関連する医療の提供、技術者の研修等を

行うことにより、国の医療政策として、成育に係る疾患に関する高度かつ専門

的な医療の向上を図り、もって公衆衛生の向上及び増進に寄与することを目的

とする。  

 

２．設立時期 平成２２年４月１日 

 

３．役職員数（平成２５年４月１日現在） 

    役  員      ６名（理事長１名、理事３名（非常勤）、監事２名（非               

常勤）） 

  職  員    ９７８名 

 

４．業務概要 

  （１）成育に係る疾患に係る医療に関し、調査、研究及び技術の開発を行う    

こと。 

  （２）（１）に掲げる業務に密接に関連する医療を提供すること。 

  （３）成育に係る疾患に係る医療に関し、技術者の研修を行うこと。 

  （４）（１）～（３）に掲げる業務に係る成果の普及及び政策の提言を行う    

こと。 

  （５）（１）～（４）に掲げる業務に附帯する業務を行うこと。 

 

５．組織概要（平成２５年４月１日現在） 

研究所 

病院 

臨床研究センター 

 

６．病床数（平成２５年４月１日現在） 

  一般病床 ４９０床 

 



（独）国立成育医療研究センター

創 設： 平成１４年３月１日
所 在 地： 東京都世田谷区
主な組織： 研究所、病院、臨床研究センター
役職員数(常勤)：979名（平成25年4月1日現在）
病 床 数： 490床

沿革・組織

○成育医療における高度先駆的医療やモデル医療の提供

・ 移植医療及び胎児治療の推進と普及
・小児ＩＣＵ等を活用した24時間365日体制の重症小児救急
搬送の受け入れ
・年間1,900件以上の分娩件数、年間約6,000件の小児手術を実践
・虐待等を含めた小児のこころのケア

○成育医療を発展させるＴＲ等の研究の推進

・免疫異常等小児難病に対する遺伝子治療の開発
・ｉＰＳ細胞、ＥＳ細胞を用いた再生医療の推進
・妊娠と薬の情報提供や子どもの事故防止プログラムの提供
・小児医薬品（適正使用）を目的とした小児治験ﾈｯﾄﾜｰｸ活動の推進

特徴

我が国の成育医療の中核的機関として、小児医療、母性医療、父性医療及び
関連・境界領域を包括する成育医療についての調査、研究、医療技術の開発、
医療の提供及び医療従事者の研修等を行う。

設置目的



独立行政法人 国立長寿医療研究センターの概要

１．設立目的

加齢に伴って生ずる心身の変化及びそれに起因する疾患であって高齢者が自

立した日常生活を営むために特に治療を必要とするもの（以下「加齢に伴う疾

患」という ）に係る医療に関し、調査、研究及び技術の開発並びにこれらの。

業務に密接に関連する医療の提供、技術者の研修等を行うことにより、国の医

療政策として、加齢に伴う疾患に関する高度かつ専門的な医療の向上を図り、

もって公衆衛生の向上及び増進に寄与することを目的とする。

２．設立時期 平成２２年４月１日

３．役職員数（平成２５年４月１日現在）

役 員 ６名（理事長１名、理事３名（うち非常勤１名）、監

事２名（非常勤 ））

職 員 ４９４名

４．業務概要

（１）加齢に伴って生ずる心身の変化に関し、調査及び研究を行うこと。

（２）加齢に伴う疾患に係る医療に関し、調査、研究及び技術の開発を行う

こと。

（３ （２）に掲げる業務に密接に関連する医療を提供すること。）

（４）加齢に伴う疾患に係る医療に関し、技術者の研修を行うこと。

（５ （１）～（４）に掲げる業務に係る成果の普及及び政策の提言を行う）

こと。

（６ （１）～（５）に掲げる業務に附帯する業務を行うこと。）

５．組織概要（平成２５年４月１日現在）

研究所

認知症先進医療開発センター

老年学・社会科学研究センター

病院

６．病床数（平成２５年４月１日現在）

一般病床 ３８３床



（独）国立長寿医療研究センター

創 設： 平成１６年３月１日
所 在 地： 愛知県大府市
主な組織： 研究所、病院
役職員数(常勤) ：497名（平成25年4月1日現在）
病 床 数： 383床

沿革・組織

特徴

○老化の制御と老年病克服のための新しい医療の発展の普及に尽力
・認知症、骨粗鬆症の病態解明と新規治療法の開発
・再生医療による革新的歯科治療技術の開発
・全国の医師に研修を実施、年間約５００名の「認知症サポート医」を養成

我が国の長寿医療の中核的機関として、加齢に伴って生じる心
身の変化に起因する疾患であって、高齢者が自立した日常生活
を営むために特に治療を必要とするものに関する調査、研究、医
療技術の開発、医療の提供及び医療従事者の研修等を行う。

設置目的

○高齢者疾患の包括的・全人的医療の提供
・高齢者の生活の質を向上に向けた医療の提供
・地域の保健・医療・福祉と連携した在宅医療モデルの開発・提供
・認知症の早期診断法の開発等の先駆的医療の提供


